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Abstract
     The purpose of this report was to review the cooking classes we provided to 
children living in orphanages from March 2017, and to specifically consider the 
following two points: the effects brought about by the interactions between university 
students and children through the cooking classes, as well as the effects of the 
cooking classes on the dietary knowledge, skills and self-efficacy of the children living 
in orphanages. To elucidate these points, we conducted two surveys of children 
concerning their dietary habits based on a self-efficacy scale, and analyzed the effects 
of the cooking classes on the child participants. 
     As children participated in cooking classes more frequently, their scores on 
dietary knowledge and skills significantly improved. Compared to children who did 
not participate in the cooking classes, those who participated in the cooking classes 
had a significantly lower sense of security among the subscales in the self-efficacy 
scale before participating in the cooking classes. However, no difference in the sense of 
security between the two groups was seen after participation.
     As mentioned above, we can infer that participation in cooking classes allowed 
children to acquire dietary knowledge and skills through repeated experience of the 
cooking steps. Furthermore, the children achieved satisfactory results by themselves 
and saw other children perform successfully through the help of the university 
students. It is considered that the fact played a role in enhancing their self-efficacy.
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であり、保護や養育を必要とする 2 〜 18 歳の子













































　2017 年 3 月〜 2019 年 8 月の期間、毎月 1 回、




実施月ごとに施設職員に選ばれた 4 〜 10 名程度
であり、毎月異なるメンバーで構成された。2019
年 8 月の時点で、参加した児童の総数は 47 名（男
子 26 名：平均年齢 13.5 ± 2.7 歳、女子 21 名：平
均年齢 13.3 ± 2.9 歳）であり、一人当たりの平均
参加回数は 3.2 ± 2.6 回（男子 3.0 ± 2.9 回、女子



























　札幌市内 H 児童養護施設に入所する小学 4 年
生〜高校 3 年生までの児童を調査対象者とした。
調査時期として、2018 年 3 月下旬〜 4 月上旬の
期間に 1回（男子 34 名、女子 31 名）、2018 年 10
月に 1回（男子 34 名、女子 35 名）の計 2回アン
ケート調査を実施した。
　アンケートは食生活アンケートと児童用一般性
自己効力感尺度：General Self-Efficacy Scale for 



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































男子　高校生 8 1.3 ± 0.5
　　　中学生 7 4.9 ± 4.3
　　　小学生 11 3.2 ± 2.3
女子　専門学校 1 1.0 ± 0.0
　　　高校生 4 1.3 ± 0.5
　　　中学生 6 3.5 ± 2.6
　　　小学生 10 4.3 ± 2.1
表 2　参加者の基本属性（料理教室に初回参加時点）
写真 1　スーパーで買い物をしているようす 写真 3　ご飯を混ぜているようす

































アンケート項目 参加ありa 参加なしb 参加ありc 参加なしd
ダイエットをしたいと考えていますか。 2.49 ± 1.15 1.81 ± 1.03 2.34 ± 1.11 1.78 ± 1.01
食べることに関心はありますか。 3.65 ± 1.07 3.69 ± 1.03 3.74 ± 1.25 3.94 ± 0.86
旬の食材を知っていますか。 2.11 ± 1.16 2.37 ± 1.15 2.94 ± 0.83 2.79 ± 0.92 a vs c, p<0.05
北海道の郷土料理は知っていますか。 2.49 ± 1.12 2.26 ± 1.13 2.91 ± 1.00 2.81 ± 1.13 a vs c, p<0.05
手洗いは食事前に必ずしていますか。 3.06 ± 0.68 3.11 ± 0.64 3.13 ± 0.87 2.96 ± 0.81
野菜は好きですか。 3.61 ± 1.44 2.93 ± 0.99 4.00 ± 1.13 2.98 ± 1.10 c vs d, p<0.05
魚は好きですか。 2.87 ± 1.42 2.81 ± 1.24 3.43 ± 1.31 2.87 ± 1.46 a vs c, p<0.05
料理は好きですか。 3.78 ± 1.34 3.85 ± 1.03 3.87 ± 1.34 3.70 ± 1.09
お菓子作りは好きですか。 4.00 ± 1.38 3.96 ± 0.90 3.96 ± 1.33 4.00 ± 0.88
自分でお米を洗って炊くことができます 2.96 ± 1.26 3.30 ± 1.14 3.83 ± 0.49 3.18 ± 1.13 c vs d, a vs c, p<0.05




GSESC -R 下位因 参加ありa 参加なしb 参加ありc 参加なしd
安心感 40.9 ± 11.9 48.7 ± 7.47 45.1 ± 12.6 49.6 ± 9.57 a vs b, p<0.05
チャレンジ精神 41.7 ± 12.8 43.2 ± 8.49 42.4 ± 12.8 42.6 ± 8.47



























































































































































　本稿の目的は、筆者らが 2017 年 3 月より児童
養護施設に入所する児童を対象に開催してきた料
理教室をふりかえり、調理を通じた大学生と児童
との交流がもたらす効果について考察すること、
また料理教室が参加した児童の食に関する知識、
スキル、態度および自己効力感にどのような影響
があったのかの２点について明らかにすることで
ある。方法としては、児童に食生活アンケートと
自己効力感尺度を用いた調査を２回実施し、料理
教室に参加した効果について分析を行った。
　参加児童は料理教室に参加する回数が多くなる
に伴って、知識やスキルに関するスコアが有意に
高くなった。また未参加児童と比べて参加児童で
は、料理教室参加前の自己効力感尺度の下位因子
のうち「安心感」が有意に低かったが、参加後に
はその差がみられなくなった。
　以上より、参加児童は料理教室に参加し、料理
の工程を繰り返し経験する過程で、食に関する知
識やスキルを身につけることができたと推察され
る。また大学生からの励ましを受けながら、自分
自身が納得のいく出来栄えを経験したり、他の児
童がうまくできるようすを目にしたりすることに
よって、参加児童の自己効力感を高めたのではな
いかと考えられる。
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